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山
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（
桜
山
町
） 

三
原
市
の
中
心
部
を
眼
下
に
望
む 

 

桜
山
は
、
市
民
に
最
も
身
近
な
、
そ
し
て
短
時
間
で
登
れ
る
山
（
高

さ
は
１
７
５
ｍ
：
尚
国
土
地
理
院
の
地
図
で
は
そ
う
な
っ
て
い
る

が
、
案
内
板
に
は
１
８
２
ｍ
と
な
っ
て
い
る
）
で
あ
る
。
山
頂
に

は
城
が
あ
っ
た
。
誰
が
い
つ
築
い
た
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
が
、

後
に
三
原
城
の
「
詰
城
」
と
し
て
使
わ
れ
た
と
い
う
。
今
は
桜
の

苗
木
を
植
え
る
運
動
が
展
開
さ
れ
、
沢
山
の
桜
が
麓
か
ら
山
頂
ま

で
、
主
に
ル
ー
ト
Ａ
＆
Ｂ
の
登
山
道
沿
い
に
植
え
ら
れ
て
い
る
。

山
頂
へ
向
か
う
ル
ー
ト
は
主
に
４
つ
。
最
も
整
備
さ
れ
歩
き
易
い

の
が
ル
ー
ト
Ａ
（
赤
色
）。
雑
草
の
茂
る
夏
場
は
、
登
山
道
入
口
か

ら
１
合
目
辺
り
ま
で
は
、
整
備
が
追
い
つ
か
な
い
場
合
は
や
や
雑

草
が
生
い
茂
り
歩
き
難
い
事
が
あ
る
が
、
こ
の
ル
ー
ト
の
往
復
な

ら
、
気
軽
に
歩
け
る
。
往
復
で
、
距
離
は
２
Ｋ
ｍ
、
歩
行
時
間
は

約
７
０
分
。
次
い
で
、
ル
ー
ト
Ｂ
（
緑
色
）。
こ
の
ル
ー
ト
は
、
急

坂
あ
り
、
滑
り
易
い
個
所
も
あ
り
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分
で
は
無
理
。

そ
れ
な
り
の
、
靴
と
脚
力
が
必
要
。
展
望
が
最
も
開
け
て
い
る
の

が
良
い
。
ル
ー
ト
Ｃ
（
紫
色
）
と
ル
ー
ト
Ｄ
（
水
色
）
は
北
側
か

ら
山
頂
へ
向

か
う
が
、
大

目
木
峠
で
一

緒
に
な
り
、

尾
根
筋
（
黒

色

の

ル

ー

ト
）
を
歩
き

山
頂
に
至
る
。

Ｃ
＆
Ｄ
は
、

登
山
口
が
分

か
り
難
く
、

か
つ
登
山
口

か
ら
し
ば
ら

く
の
間
は
、

雑
草
で
荒
れ

て
い
る
（
特

に
夏
場
は
）

の
で
、
こ
の

ル
ー
ト
に
慣

れ
て
い
る
人

以
外
は
、
お

勧
め
出
来
な

い
。
こ
こ
で

は
、
三
原
駅

北
口
か
ら
ル

ー
ト
Ａ
で
山

頂
に
登
り
、

ル
ー
ト
Ｂ
を

下
山
し
三
原

駅
西
口
（
隆
景
広
場
）
へ
帰
る
コ
ー
ス
を
詳
し
く
紹
介
す
る
。
距

離
は
約
２
・
４
Ｋ
ｍ
、
歩
行
時
間
は
約
８
５
分
。 

三
原
駅
北
口
①
を
出
て
、
城
の
堀
を
左
手
に
見
な
が
ら
進
み
、
突

き
当
り
を
右
折
。
広
大
付
属
幼
・
小
・
中
学
校
の
塀
が
終
わ
る
地

点
に
標
識
②
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
を
左
折
し
し
ば
ら
く
進
む
と
又

標
識
③
が
あ
る
。
そ
こ
を
左
折
し
少
し
進
む
と
、
ゲ
ー
ト
④
が
あ

る
。
こ
こ
か
ら
道
な
り
に
進
み
、
数
分
で
右
折
ポ
イ
ン
ト
が
現
れ

る
が
、
夏
場
は
特
に
雑
草
が
茂
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
見
落
と

す
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
注
意
す
る
事
。
頂
上
ま
で
は
、
丸
太
で

作
ら
れ
た
階
段
が
続
く
の
で
、
そ
れ
を
頭
に
入
れ
て
お
く
事
。
右

折
ポ
イ
ン
ト
か
ら
１
分
で
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
設
置
し
た
案
内

板
⑤
（
こ
こ
に
登
山
口
と
表
示
さ
れ
て
い
る
）
が
あ
る
。
３
分
程

登
る
と
、「
一
合
目
」
を
表
す
標
柱
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
三
原
市

街
が
見
え
始
め
る
。
以
後
、「
九
合
目
」
ま
で
標
柱
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
途
中
、
分
岐
点
が
数
か
所
現
れ
る
が
、
常
に
丸
太
の
階
段

の
あ
る
方
向
へ
進
む
。
登
山
口
か
ら
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
２
５
分
も

す
る
と
頂
上
⑥
に
着
く
。
ベ
ン
チ
や
テ
ー
ブ
ル
も
あ
り
ゆ
っ
く
り

く
つ
ろ
げ
る
様
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
三
原
の
中
心
部

が
す
ぐ
眼
下
に
広
が
り
、
筆
影
山
や
瀬
戸
内
海
も
望
め
、
最
高
で

あ
る
。
し
か
し
、
夏
場
は
木
々
の
葉
が
茂
り
、
視
界
が
妨
げ
ら
れ

る
の
が
残
念
で
あ
る
。
山
頂
部
は
南
北
に
長
く
、
一
周
し
て
み
る

と
よ
い
（
約
３
０
０
ｍ
）。
昔
の
城
跡
や
幕
末
の
砲
台
跡
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
さ
て
、
下
り
は
登
っ
て
来
た
道
を
５
ｍ
も
下
っ
た

所
で
右
折
し
ル
ー
ト
Ｂ
（
緑
色
）
を
下
り
る
。
こ
の
ポ
イ
ン
ト
が

分
か
り
難
い
の
で
要
注
意
（
近
々
標
識
を
設
置
予
定
）
。
こ
の
ル
ー

ト
は
Ａ
ル
ー
ト
と
は
違
い
丸
太
の
階
段
は
無
く
、
急
坂
で
か
つ
滑

り
易
い
の
で
十
分
注
意
し
て
下
る
事
。
途
中
で
視
界
が
開
け
三
原

市
街
の
展
望
が
良
い
。
１
５
分
程
下
る
と
分
岐
点
⑦
（
現
在
標
識

が
な
く
、
近
々
標
識
を
設
置
予
定
）
に
出
る
。
こ
こ
は
非
常
に
迷

い
易
い
。
つ
い
直
進
し
て
し
ま
う
が
、
ひ
も
（
ロ
ー
プ
）
が
付
い

て
い
る
の
で
そ
の
方
向
に
右
折
す
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
雑
草
が
茂

っ
て
い
る
時
も
多
い
が
約
７
分
程
下
る
と
、
墓
所
⑧
に
出
て
す
ぐ

登
山
口
（
西
登
山
口
）
⑨
に
降
り
立
つ
。
そ
こ
か
ら
、
老
人
大
学

の
駐
車
場
を
通
り
、
車
道
に
出
て
、
地
図
の
緑
ル
ー
ト
を
た
ど
れ

ば
、
三
原
駅
の
西
口
（
隆
景
広
場
）
⑩
に
到
着
す
る
。 

 

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト 

 

以
下
の
写
真
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

三
原
駅
北
口
① 

三
原
駅
西
口 

（
隆
景
広
場
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑩ 

標識② 

標識③ 

ゲート④ 

登
山
口
＆
案
内
板
⑤ 

頂
上
⑥ 

分
岐
点
⑦ 

墓
所
⑧ 

登
山
口
⑨ 

登
山
口
Ｃ 

登山口Ｄ 

大
目
木
峠 



   

三原駅から眺める「桜山」 
標識 ② 

案内板 ⑤ 
ゲート ④ 

標識 ③ 

頂上に到着 ⑥ 

墓所 ⑧  

頂上からの眺め 
ルートＢからの眺め 

ルートＣの登山口（左石垣は「東光寺」） この標柱が立っている 

ルートＢの登山口（西登山口） ⑨ 

ルートＤの登山口 


